


連結営業収益：3,817億（前期差＋10億） 

 

連結営業利益： ▲61億（前期差▲156億） 



《営業外損益》 ▲32億（前期差▲30億） 
 
 ●営業外収益 ： 6億（前期差▲  0億） 
 
 
 ●営業外費用 ：39億（前期差＋30億） 
 
   ・持分法適用会社の投資損失 33億（前期差＋29億） 
 
      









     （１） 人件費    ＋108億 （＋5.5%） ：集配体制の構築に向けた増員など 

 ①社員給料    ＋65億 

 ②賞与関連    ＋12億 

 ③厚生・法定福利費＋23億 

 

 

     （２）下払経費    ▲48億 （▲3.2%） 

 ① 委託費     ▲53億 （▲8.5%） ：集配体制整備に伴う外部配達委託の抑制 

 ②傭車費    ＋21億 （＋4.4%） ：傭車単価上昇等により増加 

 ③下払経費その他 ▲15億 （▲3.8%） 

 

       
     （３）車両費    ＋6億 （＋5.4%） 

 ①燃料油脂費    ＋1億 （＋3.1%） ：燃料単価上昇 

 

 
     （４）その他経費    ＋61億 （＋7.8%）  

 ①施設使用料    ＋9億 （＋5.4%） ：流山ベース、宅配便ロッカー利用料など 

 ②減価償却費    ＋15億 （＋14.6%） ：主に車両や機械装置など 

 ③コンピュータ費    ＋6億 （＋7.0%） ：第８次NEKOシステムに係る費用など 

 ④諸修繕費    ＋17億 （＋55.4%） ：「働き方改革」の推進による環境整備など 

       







 ①営業収益：前回予想から変更なし 

   ただし、足元の状況を踏まえ、宅急便取扱数量の商品別内訳を変更 

   宅急便・宅急便コンパクト   1,690,000千個（前回予想差▲10,000千個） 

   ネコポス         184,000千個（前回予想差＋10,000千個）            

                     
 

 ②営業利益：前回予想から変更なし 

   

  

 ③経常利益：前回予想差▲30億 

    第１四半期で計上した海外の関連会社の減損損失の影響を踏まえ、前回予想を変更 

 

  

 ④親会社株主に帰属する当期純利益：前回予想差▲20億 

    経常利益予想の減額に伴い、前回予想を変更 

 

 

 



        営業費用全体：前回予想から変更なし  

 

        ①人件費 前回予想差▲70億 

           社員給料 前回予想差▲70億：足元の採用状況を踏まえ、前回予想を変更 

       

 

        ②下払経費 前回予想差＋40億 

           傭車費 前回予想差＋40億：傭車契約単価の上昇等を踏まえ、前回予想を変更    

 

  

        ③その他経費 前回予想差＋30億：働き方改革に関する費用などの増加を踏まえ、前回予想を変更 

 

       

          



今期よりBIZ-ロジ事業とホームコンビニエンス事業で一部事業の区分変更を実施 

 

 

 



  不採算取引の見直し等により数量は減少 
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